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(１) 総括
　新課程で最初のセンター試験であった。教科書の全
ての範囲が必修となったこともあり，解答すべき大問
数は 2014 年度より１題増えて５題になった。その内訳
は，第１問～第４問が必答問題，第５問（熱力学）・第
６問（原子）はいずれか１問の選択問題であった。一方，
マーク数は１個減って 21 個であった。大学入試センタ
ー発表の平均点は 64.31 点で，昨年度より約３点増加し
た。全体的に込み入った内容はなく，比較的素直な問題
であった。また，出題分野が増加したにも関わらず，マ
ーク数が減少したことも平均点上昇の一因と思われる。

(２) 設問別分析
第１問（小問集合）
状況を素早く判断して計算は迅速にしよう
　知識問題は問１の波の回折だけであった。ほかはす
べて数値・文字式計算であった。

　問２は電気力のつり合い。４つの電荷の配置から互
いの距離の関係を正しく把握しなくてはいけない。問
３は慣性力と最大摩擦力のつり合い。単振動の最大加
速度の式を覚えておかないと失点する。

　問４はボイル・シャルルの法則ではなく，状態方程
式を用いる。問５は力のモーメントのつり合い。ちょ
うつがいの位置のまわりの力のモーメントに気づけば
手早く処理できる。全体的に力学関連が多かったが，
問２以外は基本的で解答しやすかったであろう。問１，
問２，問５は旧課程「物理Ⅰ」の範囲である。

第２問（電磁気）
公式の物理的意味を把握しよう
（Ａ）問１はダイオードによる整流作用。ダイオード
の向きと電位の高低に関する２つの理解度が問われて
いる。問２は半周期にわたる交流の平均消費電力とい
うのがポイント。１周期の平均消費電力の半分になる
ことに気づけばよい。

１．センター試験「物理」

出題例１

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 物 理 学 校 法 人　河合塾

物理科講師　寺田　正春

出題例３

出題例２
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（Ｂ）問３のサイクロトロンは粒子の加速器として教
科書に紹介されている（啓林館『物理』p.295）。加速の
仕組みは詳しくは書かれていないが，啓林館『物理』
p.297 では例題などで同様のことが扱われているので，
加速の仕組みを題意から読み取れればやさしいであろう。

　問３は磁界（磁場）による荷電粒子の等速円運動の速
さと半径の定番問題なので正答率は高かったと思われる。

第３問（波動）
公式は正確に覚えよう
（Ａ）問１は異なる媒質への屈折において，振動数が
不変である（教科書でも当然触れられている）ことを
述べていることに気づけば簡単である。

　問２は屈折の法則を正確に覚えておけば即答できる。
（Ｂ）問３は逆位相の波源で強め合う条件の式になる
ことに注意しよう。問４は波源をずらすことによる経
路差の変化が波源のずれの距離の２倍になることに気
づかないと思わぬミスをする（類例：啓林館『物理』
p.162，図10「クインケ管による音波の干渉」，問５）。

　（Ａ）（Ｂ）どちらも旧課程「物理Ⅰ」の範囲である。

第４問（力学）
力学的エネルギーの変化と外力による仕事の関連を正
しく把握しよう
（Ａ）水平投射の特徴として，水平方向は等速度運動，
また鉛直方向は自由落下運動であることを理解してい
れば問１，問２は簡単である。

出題例４

出題例５

出題例６

出題例７
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　問３は壁との衝突による力学的エネルギーの減少が
全体の力学的エネルギーの減少に等しいことに気づけ
ばよい。
（Ｂ）問４は２つのばねの伸びと縮みの長さが互いに
等しいことを即座に把握できれば手早く解答できる。
問５は図２から図３の変化で仕事と力学的エネルギー
の関係を正しく理解していないと正答にはたどりつけ
ない。計算ミスに注意すること。問４～問５は現行の
「物理基礎」あるいは旧課程「物理Ⅰ」の範囲である。

第５問（熱力学）
定圧・定積・等温・断熱変化は確実に理解しよう
　問１は断熱変化の特徴を答えればよい。問２は断熱・
等温・定圧変化において気体がされる仕事を圧力－体
積のグラフの図１から比較すればよい。問３は各変化
の体積－温度のグラフを図２から答えればよい。どれ
も特別な仕掛けはないので容易であろう。問１，問３
は旧課程「物理Ⅰ」の範囲である。

第６問（原子）
教科書の図や参考は目を通しておこう
　問１は金箔を用いたα粒子の大角度散乱というラザ
フォードの歴史的な実験である（啓林館『物理』
p.378，図３）。よく似た図もあるが，α粒子の場合は金
の原子核の後方に回り込んで戻ってくることはないの
で，一度教科書の図を見ておけば間違うことはないで
あろう。問２は水素原子の定常状態の導入と水素原子
のスペクトルの解明に成功したボーア模型を，また，
問３は物質波による量子条件を問うている。エネルギ
ー準位などの計算問題はないので，一度学習すれば易
しい問題であろう。

(３) 学習対策
　センター試験「物理」は全分野が出題範囲となって
いるが，実際は旧課程「物理Ⅱ」の選択分野を選択問
題にするという苦肉の策であった。第１問～第４問は
小問集合・電磁気・波動・力学で必答，第５問は熱力
学か原子の選択という形式が今後の流れになる可能性
もある。しかし，出題分野が増えても試験時間は変わ
らないので，マーク数も今までと変わらず 22 個前後で
あろう。分野に関係なく，まんべんなく出題する方針
も維持されると，深く掘り下げた内容ではなく，基本
重視の類型的問題になると予想される。
　対策として，まずは公式や法則は正確に覚えること
である。公式や法則を説明する典型的な現象や事例を
知っておかなくてはいけない。教科書をよく読み，教
科書に掲載されている「やってみよう」「参考」「発展」
なども見ておくことが必要である。一方，いろいろな
分野の問題を 60 分で処理するためには，問題の状況に
応じて素早く頭を切り替える必要がある。そのために
問題演習の重要性は言うまでもない。少なくとも教科
書の問，例題，章末問題は全部解いておくようにした

出題例９

出題例８
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い。さらに，できるだけ最新の実戦形式の問題集を１
冊仕上げておくこと。ただし，解答がほぼ決まってい
るような定番的な問題に出くわした場合，題意を把握
せずに覚えている解答をそのまま選んでミスすること
があるので，図・問題文・解答群をよく見読してから
解答を選択するようにしてほしい。
　最後に，模擬試験は今までのセンター試験の出題傾
向を分析して，受験生の陥りやすい間違いをあぶり出
せるように作成されているので，積極的に活用しても
らいたい。

(１) 総括
　初めてのセンター試験「物理基礎」ということで注
目されたが，マーク数や問題レベルについては大方の
予想通りといえる。大問数は３題，マーク数は 13 個で
あった。大学入試センター発表の平均点は 31.52 点であ
った。第１問は小問集合，第２問（物理現象とエネル
ギー）は波の性質・電気抵抗，第３問（運動とエネル
ギー）は力と仕事・物体の運動であった。どれも基本
を押さえた標準レベルの問題で取り組みやすかったで
あろう。30 分で 13 個のマーク数は適切であったと思わ
れる。

(２) 設問別分析
第１問（小問集合）
　各分野から偏ることなく出題された。問１は摩擦に
よって発生した静電気の基本。問２は気体が得た熱量
と放出した熱量を用いる熱効率の計算。問３は等加速
度運動の加速度と距離の計算。問４は弦の固有振動。
問５は原子力発電の特徴に関する問題。問５に関して
は，具体的な核燃料の種類や核廃棄物まで触れるよう
にとは指導要領や解説書には書かれていないが，昨今
のニュースなどの露出度を鑑みれば妥当な出題といえ
るであろう。

第２問（物理現象とエネルギー）
（Ａ）問１は波の速度の計算。基本的ではあるが，波
の進行方向が x軸の負の向きであることを読み取らな
くてはいけない。問２は波の周期，波長，速さの関係
式に基づいて計算すればよい。
（Ｂ）問３は抵抗を流れる電流の計算。問４は抵抗で
の消費電力の計算。どちらも直列接続と並列接続が正

しく理解されているかを問われている。

第３問（運動とエネルギー）
（Ａ）問１はフックの法則にもとづくばねの伸びの計
算，問２は弾性力による位置エネルギーの計算である
が，公式だけ覚えておくだけではどちらも正答にたど
りつけない。公式の導き方を教科書で確認しておきたい。
（Ｂ）問１は等加速度運動する小物体の速度－時刻グ
ラフの選択。問２は初速度を変化させたときの斜面上
における速さの比較。力学的エネルギー保存の法則を
理解していれば容易であろう。

(３) 学習対策
　マーク数 13 個が今後の標準になると思われる。問題
のリード文は読みやすく，設定状況は比較的単純なの
で取り組みやすいといえる。ただ，30 分の試験時間なの
で，問題を一読して題意を把握するだけの力をつけて
おく必要がある。そのためには，教科書を読み込み，
「問」，「章末問題」，「例題」などを解いておきたい。
また，「参考」，「実験」，「やってみよう」，「探求活動」，
「Point!」などにも目を通しておきたい。ただし，「発
展」は余裕があれば見ておくという程度でよいであろう。

(１) 全体の分析
　原子分野の出題が注目されたが，昨年同様，純粋な
原子分野を出題する大学は少数であった。例年通り力
学・電磁気・波動分野の出題が大勢を占めた。全体の
難易度は多くが標準，一部にやや難が見られるといっ
た程度である。解答形式は国公立大の多くが記述・論
述式で，私大はマーク式，選択式，記述式とさまざま
である。

(２) 力学分野の特徴
　単純な力のつり合いの問題は少ない。一方，力のモ
ーメントに関しては応用的な問題が出題されるが，教
科書を理解して，ある程度の演習をしておけばそれほ
ど難しくはないであろう。

２．センター試験「物理基礎」

３．一般入試（二次・私大）
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　運動に関しては物体系での相対運動が目立った。典
型例として“運動する斜面台上の物体の運動”は必ず
押さえておきたい。

　ばね振り子の単振動は例年通り頻出である。上位レ
ベルの受験生には相対運動での単振動と円運動も紹介
しておきたい。

出題例２

愛知教育大

出題例１

長崎大
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　本年度も万有引力の問題は少なかったが，スイングバ
イの方法（啓林館『物理』p.92 参考）は紹介しておきたい。

出題例３

広島大

出題例４

東京大
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　円運動，衝突・運動量保存，等加速度運動，力学的
エネルギー保存を含む力学の総合問題ができれば，高
校物理の力学はほぼマスターしているといえるであろう。

出題例６

近畿大

京都産業大

出題例５
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(３) 電磁気分野の特徴
　ガウスの法則や点電荷の電界（電場）や電位の出題
は少なかった。ただ，静電誘導に関する基本問題は意
外と落とし穴になるので確認しておきたい。

　直流回路でキルヒホッフの法則を扱って考える問題
は減少気味に思えるが，メートルブリッジのような定
番のテーマは確実に理解させておきたい。コンデンサ
ーに関しては誘電体を挿入する際のメカニズムを理解
しておけばいいであろう。

出題例７

学習院大
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　ローレンツ力，ホール効果，自己・相互誘導の出題
は昨年度よりさらに減少した。電磁誘導は例年通り２
本レールが主流である。昨今はレールに置く導体棒が
２本というパターンが増加傾向に見えるが，磁界中を
回転する導体棒の電磁誘導の出題も少なくない。

　また，交流回路のインピーダンスは思ったよりも出
題されなかった。しかし，電気振動は例年とほぼ同じ
出題頻度という印象であった。電気振動を単振動との
アナロジーで考えさせる問題は，上位レベルの受験生
にとっては刺激になるであろう。

出題例９

九州大

出題例８

神戸大
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(４) 波動分野の特徴
　正弦波の式の導出のみならず，正弦波を用いた反射
波の計算，さらに，正弦波による入射波と反射波の重
ね合わせによる合成波の計算などは三角関数の計算に
慣れておかないと手間取るであろう。正弦波を用いた
計算は一度きちんとしておけばよい。

出題例10

関西大
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　弦や気柱共鳴はほぼ例年通り出題されている。ドッ
プラー効果に関しては，すべての場合（観測者あるい
は反射板が運動する場合，斜めドップラーなど）が出
題されている。回折格子やダブルスリットの問題は入
射光の方向を変えるなどの工夫が見られる。教科書の
標準的な設定において，一部を変化させると，どのよ
うな結果になるかを考えることも必要であろう。

　光が分散して虹が見えるメカニズムは恒例の問題と
なった。副虹や太陽の傘もその発現の理由を考えてお
きたい。

(５) 熱分野の特徴
　内部エネルギーと分子運動論との関連も定番である。
教科書以上に突っ込んだ内容であるが，頻出といって
よいであろう。

出題例13

同志社大

出題例11

東京理科大

出題例12

熊本大
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　熱気球が浮かぶ仕組みを，何となくわかるというよ
うな漠然とした理解ではなく，熱力学的な考察をもと
に正しく理解しておきたい。

　理想気体の状態変化はサイクルの出題が多いが，受
験生にとっては２室に分けられた気体の状態変化は苦
手であろう。熱力学の理解を深めるために，また，二
原子分子に関しても十分に時間をかけて説明して受験
生に理解させたい。

出題例14

九州工業大

出題例15

甲南大
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　断熱変化でのポアソンの法則“pVγ＝一定”，あるい
は“TVγ―１＝一定”は的確に使えるように演習してお
きたい。ボルツマン定数 kと気体定数 R，アボガドロ定
数 NＡの関係 R＝ kNＡ も覚えておきたい。

(６) 原子分野の特徴
　原子分野の問題は出題されても基本的で，それほど
本格的な問題ではなかった。新課程の最初だから当面
は様子見というところであろう。選択問題とするとこ
ろもある。

　サイクロトロンのような加速器は，本来は原子分野
であるが，作動原理はほとんど電磁気なので，電磁気
分野で学習しておくとよいであろう。

出題例18

県立広島大

出題例16

中央大

出題例17

京都大
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　上位大学を目指す受験生は，次年度に備えて光電効
果，コンプトン散乱，ボーア模型，原子核反応など入
念に準備しておくべきであろう。

(７) 学習対策
　原子分野も含めて物理全分野にわたって基礎を固め，
公式や法則の適用の仕方を修得しなくてはいけない。
それらは教科書の例題や章末問題を解くことにより，あ
る程度は養われる。さらに，二次試験に対応できる応用
力をつけるために，実戦的な問題集で全分野の問題演
習をしておくことが必要である。昨今の入試の形式（論
述・記述）を考えると，単に公式や法則を適用して解く
だけではなく，たとえステレオタイプの問題でも，法則
が成立する根拠や適用できる公式名を簡潔に記述しな

がら答案を作成するというような木目細かさが必要で
ある。自分自身が納得できるような答案の作成を心がけ

ることを意識したい。また，身の回りの現象に関する物
理的な考察やハイテクに関する解説が掲載されている
教科書の「話題」「参考」「発展」さらに，「やってみよう」
「実験」「探求活動」などからの出題もあるので，折に
ふれ，教科書を読み直すことを伝えておきたい。さら
に，志望大学の過去問にチャレンジして出題傾向（出
題形式や解答形式）に慣れることも重要である。加え
て，入試問題のテーマが隔年で変化することもよくある
ので，３，４年前の入試問題にも目配りが必要であろう｡
　最後に，単科の医科大学では個性的でやや難しい問
題が出題されることがある。

青山学院大

出題例19
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　このような問題に深入りしすぎると時間が足らなく
なり，できる問題にまで手が回らなくなり，思わぬ失
点をする羽目になる。思考が堂々巡りして進まなくな
った時「手早く切り上げる思い切りも時には必要」と
いうことを試験対策の一つとして生徒に伝えたい。

出題例20

京都府立医大

寺田　正春（てらだ・まさはる）
授業では高認生，高卒生まで幅広く担当。全統マ
ーク模試，広大入試オープンを担当。
日本物理学会会員（Ph.D.）。
日本写真協会会員。
著書：らくらくマスター物理基礎・物理(河合出
版・共著)，物理教室(河合出版・共著)，マーク総
合問題集（河合出版・共著），マーク直前問題集（河
合出版・共著）。
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（１）　全体の概要
基本的な内容が中心で，平均点は高かった
　2015年度は新課程「化学基礎」として初めてのセン
ター試験であった。大問２題，マーク数 14 であり，第
１問が「物質の構成」，第２問が「物質の変化」の内容
で，配点は各25点であった。問題形式・分量は2014年
度までの「化学Ⅰ」が踏襲されていたが，内容的には
基本的な設問が多く，文系生にとっても取り組みやす
かった。
　平均点は 35.30 点で，理科基礎科目の中では最も高い
結果となった。表１の平均点は大学入試センターの発
表によるもの，大問別の得点率（平均点／配点×100）
は河合塾の追跡調査によるものである。
（注：追跡調査での平均点は 38.8 点であった。したがっ
て，実際の得点率は表の数値の 90 ％程度と推定される。）

表１　平均点，大問別得点率

平均点
全体 大問別

得点率
第１問 第２問

35.30 点 78.0 ％ 77.2 ％

　なお，正答率が 90 ％以上の設問が２問，80 ～ 90 ％の
設問が７問あった一方，正答率が 50 ％を下回る設問は
１問だけであった。

（２）　設問別分析
第１問　基本事項の確認が中心であった
　単体と化合物，原子やイオンの電子配置，物質の三
態，電子式，分子の極性，化学結合，化学と人間生活
が出題され，７問中５問で正答率が 80 ％を超えた。正
答率が最も低かった設問は，化学結合の種類を判断す
る問６（出題例１）であり，正答率が 48 ％であった。
この設問の正答は②であるが，これを解答できなかっ
た多くの受験生は，アンモニアとアンモニウムイオン
を混同したと思われる。また，⑤の誤答が目立ったが，
炭酸イオン中の炭素と酸素が共有結合していることに

気づけなかったのであろう。
　問５は無極性分子を選択する問題であったが，成績
上位層と下位層の正答率の差が 66 ％あり，最も差のつ
いた問題であった。
　日常生活に関わる物質についての問７（出題例２）
の正答率は78％であった。

出題例１

出題例２

第２問　計算問題は平易な内容であった
　化学量，化学反応式と量的関係，溶液の濃度，酸･塩
基・塩，酸化還元反応が出題され，７問中４問で正答
率が 80 ％を超え，残り３問の正答率は 60 ～ 70 ％であ
った。問１（出題例３）は分子量の最も小さい②が正
答で，正答率は 63 ％であったが，誤答のほとんどは，
成績中位層・下位層で分子量の最も大きい④を選択し
たものであった。問３は濃度計算，問７は反応式を用
いた量計算であったが，ともに平易な内容で正答率は
高かった。問４の酸・塩基の定義，問５（出題例４）
の塩の水溶液の pHは，正答率がそれぞれ 66 ％，63 ％
であった。

１．センター試験「化学基礎」

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 化 学 学 校 法 人　河合塾

化学科講師　西　章嘉
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出題例３

出題例４

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
　「化学基礎」の学習は高２までに終わっていると思
われるので，基本事項を確認・理解させた上で，問題
演習を通して定着度を上げていくという学習がよい。
知識が必要な分野のうち，化学結合の種類，分子の極
性の有無，酸・塩基の定義，塩の水溶液の性質，酸化
還元反応は，特に受験生の理解度の低い分野である。
また，計算問題は教科書の章末問題の演習で十分に対
応可能であるが，単に公式を覚えるだけでなく，計算式
の立て方や考え方を理解しながら学習するように指導
しておきたい。また，日常生活に関わる物質についても
出題されており，教科書の「化学と人間生活」や「酸化還元
反応の利用」などで扱われている身の回りの物質や現象
と化学との関連についても注意が必要である。（啓林館
『化学基礎』では，これらがしっかりと扱われている。）
　なお，2015 年度は平均点がほかの理科基礎科目と比べ
ても高く，2016 年度は高卒生も「化学基礎」を選択する
ことになるので，やや難化することが予測される。
2015 年度のセンター本試験のレベルを目標にするので
はなく，追試験や教科書の章末問題のレベルを目標に
指導するのがよいであろう。

（１）　全体の概要
基本〜標準的な内容が中心であるが，一部，思考力を
要する問題も出題された
　2015 年度は新課程「化学」として初めてのセンター

試験であった。大問数は必答問題４題と選択問題１題
（第５問，第６問から１題選択）の５題構成で，マー
ク数は 29 であった。第１問が「物質の構成，物質の状
態と平衡」，第２問が「物質の変化と平衡」，第３問が
「無機物質」，第４問が「有機化合物」，第５問が「合
成高分子化合物」，第６問が「天然高分子化合物」で，
配点は第１～３問が各 23 点，第４問が 22 点，第５問・
第６問が９点，分野別の比率は，理論：50 ％，無機：
20 ％，有機：30 ％程度であった。また，「化学基礎」の内
容からも出題された。
　得点調整後の平均点は 62.50 点であり，得点調整前の
平均点は 58 ～ 59 点程度と予測される。表２の平均点
は大学入試センターの発表によるもの，大問別の得点
率（平均点／配点×100）は河合塾の追跡調査によるも
のである。
（注：追跡調査での平均点は 66.3 点であった。したがっ
て，実際の得点率は表の数値の 90％程度と推定される。）

表２　平均点，大問別得点率

全体
平均点 大問別

得点率

第１問 第２問 第３問

77.4 ％ 59.1 ％ 66.5 ％

62.50 点
第４問 第５問 第６問

64.5 ％ 56.7 ％ 71.1 ％

　なお，正答率が 80 ％以上の設問が６問，70 ～ 80 ％の
設問が９問（うち選択問題が２問）あった一方，正答
率が 50 ％を下回る設問は４問（うち選択問題が１問）
だけであり，標準的な問題が中心であったといえる。

（２）　設問別分析
第１問　取り組みやすい問題が多かった
　原子の構造，濃度，金属結晶，コロイド，気体，分
子間力と沸点の関係が出題された。６問中１問は正答
率が 40 ％台であったが，それ以外は正答率が 75 ％を
超えており，取り組みやすい問題が多かった。
　問２（出題例５）は質量パーセント濃度をモル濃度
に変換するという「化学基礎」の内容であったが，正
答率は 41 ％と低かった。解答に必要のない体積 V〔L〕
が問題中に与えられていたことが，正答率が低かった
原因の１つであろう。
　面心立方格子の単位格子中の原子数に関する問３は，
正答率が 95 ％と全設問の中で最も高かった。また，連
結容器を用いた混合気体に関する問５も正答率が 90 ％

２．センター試験「化学」
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と高かった。

出題例５

第２問　差のつく問題が多く出題された
　熱化学，平衡の移動，溶解度積，電気分解，酸化還
元反応の量的関係が出題され，６問中，正答率が 80 ％
以上の設問が１問，正答率 20 ％台の設問が１問，50 ～
70 ％の設問が４問であった。成績上位層と下位層で差
のつく問題が多かった。
　結合エネルギーに関する問１（出題例６）の正答率
は 59 ％であったが，誤って「反応熱＝反応物の結合エ
ネルギーの総和－生成物の結合エネルギーの総和」を
用いて計算した①が誤答として目立った。
　溶解度積に関する問３（出題例７）は正答率が 26 ％
と全設問の中で最も低かった。誤答としては，溶液の
混合により濃度が減少（体積が増加）することを考慮
しなかった①が目立った。
　酸化還元滴定の計算に関する問５は正答率が 51 ％と
低かった。「化学基礎」の内容であり，直前期の対策が
不十分であった受験生が多かったと予測される。

出題例６

 

出題例７

第３問　無機物質の知識だけでなく，思考力を要する
問題も出題された
　14 族元素，硫黄の化合物，銅とその合金，金属イオ
ン，化学変化の量的関係，局部電池が出題された。７
問中，正答率が 80 ％以上の設問が２問，正答率 50 ％
を下回った設問は１問であった。なお，現役生と高卒
生の得点率の差が 10 ％以上ついた問題が７問中５問
と，ほかの大問に比べて多かった。
　問５はアルミニウムと銅の混合物に酸を加えたとき
に発生する気体の体積のグラフから，混合物中のアル
ミニウムと銅の物質量比を求める問題であったが，正
答率は 50 ％と低かった。グラフを読み取る問題はセン
ター試験で頻出である。
　局部電池に関する問６（出題例８）は思考力を要す
る問題であり，正答率はａが 55 ％，ｂが 35 ％であっ
た。ａは検出試薬（K３[Fe（CN）６]とフェノールフタレ
イン）の知識があれば，現象が理解できなくても解答
できたが，ｂでは亜鉛は溶けるが鉄は溶けないこと，
鉄部分でａの銅部分と同じ反応が起こっていることに
気づく必要があり，難しかった。なお，この鉄の腐食
の過程を理解するエバンスの実験は，1994 年度のセンタ
ー本試験でも取り上げられている。
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出題例８

第４問　基本事項の確認を中心とした出題
　異性体，塩素とフェノール類の検出，アセトアルデ
ヒドとその関連物質，アセトンの製法，芳香族化合物
の分離，エステルの示性式の決定が出題された。正答
率が 80 ％以上の設問および 50 ％未満の設問は１問も
なく， 正答率の差はあまりつかなかった。
　検出反応に関する問２（出題例９）の正答率は 52 ％
であった。誤答としては②が目立ち，フェノール類の
検出は知っているが，塩素（ハロゲン）の検出反応で
あるバイルシュタイン試験（啓林館『化学』p.273，437）
は知らない受験生が多かったようである。
　アセトンの合成実験に関する問４（出題例10）の正

答率は 52 ％であった。有機化合物の合成実験はセンタ
ー試験に頻出の内容なので，教科書の物質の性質をよ
く理解して，実験装置を判断できるようにしておきたい。
　有機化合物の分離に関する問５の正答率は 75 ％，計
算の絡む問６の正答率は 58 ％であったが，ともに成績
上位層と下位層で大きく差がついた。

出題例９

出題例10

第５問　基本的な知識だけでなく，計算問題も出題さ
れた
　合成高分子化合物の特徴，ナイロン 66 の構造式，ビ
ニロンに関する計算が出題された。
　問１はポリエチレン，ポリスチレン，フェノール樹
脂，ポリアクリロニトリル，メラミン樹脂に関する正
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誤問題で，正答率は 73 ％であった。問２はナイロン 66 
の構造式を選択する問題で，正答率は 65 ％であった。
　問３（出題例11）はポリビニルアルコールのアセタ
ール化に関する計算問題で，正答率は 33 ％と低かった。
合成高分子化合物の計算の中でも，ビニロンの計算は
苦手とする受験生が多い。（部分構造の繰り返し１単位
２つ分の式量に注目すればよい。）

出題例11

第６問　基本的な知識だけでなく，計算問題も出題さ
れた
　糖類，核酸，アミノ酸，シクロデキストリンに関す
る計算が出題された。
　問１は，グルコース，アミロース，アミロペクチン，
グリコーゲン，核酸に関する正誤問題で，正答率は
78 ％であった。問２は不斉炭素原子をもつ中性アミノ
酸の構造式を選択する問題で，正答率は 68 ％であった。
　問３（出題例12）はシクロデキストリンの加水分解
を題材にした計算問題で，正答率は 66 ％であった。見
慣れない題材であるが，第５問の計算問題より易しい。
　なお，第５問の選択者は 70 ％，第６問の選択者は
30 ％程度であった。これは，シクロデキストリンとい
う見慣れない構造を見て，第６問の選択を避けたため
と予測される。

出題例12

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
理論分野の早期対策が必要
　理論分野の範囲はかなり広い。理論分野では，現象を
理解し，さらに計算問題にも対応できる能力が要求され
るため，直前期の詰め込み学習では高得点を望めない。
早い時期から教科書などで基礎事項を確認・理解した
上で，教科書傍用問題集などで問題演習し，解答に至る
手順や公式の運用の仕方を身につけさせる必要がある。
無機・有機分野の知識定着が高得点をとるポイント
　例年，無機分野と有機分野では，現役生と高卒生の
得点率の差が出やすい。知識分野での失点は，高得点
を目指す受験生にとっては避けたいものである。物質
の性質や反応を系統的に整理し，問題演習を通じて知
識の定着を図りたい。また，実験に関する問題は頻出
であり，教科書に図や写真で載っている実験装置は必
ず確認させておきたい。
直前期にはセンター形式の問題に慣れさせる
　センター試験で高得点をとるには，センター試験形
式の問題に慣れることも必要である。特に，正誤問題，
グラフの絡む問題は二次・私大対策だけではカバーで
きないので，十分に演習させたい。

（１）　全体の傾向
　2015 年度二次・私大入試の難易度は，東京大，京都
大，大阪大，早稲田大，慶應義塾大などの難関大も含め，

３．一般入試（二次・私大）
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全体的に昨年度と同程度またはやや易しくなった。一
方，難しくなった大学は，東北大，九州大，広島大，
東京医科歯科大，日本医科大など，一部の大学に限ら
れた。
　国公立大では論述問題が多く，計算過程を記す問題
も出題される。私立大では一部の難関校を除き，小問
集合形式の出題が多い。いずれの入試においても，基
本事項の理解度を試す出題が中心となっている。
　一方，一部の難関大では，反応速度，緩衝液の pH計
算，加水分解定数，オゾン分解，マルコフニコフ則な
ど教科書の「発展」に掲載されている内容や，高校の
教科書では扱われていない物質を題材とした内容も出
題され，思考力・応用力を要する。

（２）　分野別分析
[理論分野]
　酸・塩基では，シュウ酸や食酢を題材とした中和滴
定以外に，逆滴定（東京医科歯科大，三重大，関西学
院大），二段階滴定（東京農工大，高知工科大，立教大）
も出題されている。アセチルサリチル酸の定量（星薬
科大－出題例13，啓林館『化学』p.345）はやや難しい。

星薬科大

出題例13

　酸化還元反応では，過マンガン酸カリウムを用いた
滴定が中心である。COD （啓林館『化学基礎』p.168，
191）は，北海道大・後期，浜松医科大，慶應義塾大・
医，慶應義塾大・理工，法政大で出題された。
　結晶は，無機分野の問題の中で小問として扱われる
ことも多く，難度の高いものは少ない。やや難度の高
い問題として，面心立方格子の隙間（首都大学東京），
イオン結晶の限界半径比（お茶の水女子大－出題例

14，啓林館『化学』p.34，35）がみられた。

お茶の水女子大  

出題例14

　状態図（東京大，大阪大，北海道大・後期，明治薬
科大，啓林館『化学』p.16）は，教科書によっては「参
考」として扱われているが，必ず学習しておきたい。
　気体では，単純に気体の法則だけを扱う問題は私立
大の小問形式の問題でみられる程度であり，混合気体，
水銀圧力計（京都府立医科大，奈良県立医科大・後期），
気液平衡（京都大，札幌医科大，京都工芸繊維大，同
志社大）の問題が多い。蒸気密度法による分子量測定（千
葉大，啓林館『化学』p.26）は浮力も考慮する必要があ
り，やや難度が高い。また，実在気体（旭川医科大，富
山大，慶應義塾大・理工）も出題され，難関大志望者は，
教科書の「発展」で扱われるファンデルワールスの状態
方程式（啓林館『化学』p.30）にも注意しておきたい。
　気体の溶解度は，ヘンリーの法則のみを使う基本的
な問題から，密閉容器内の圧力を考える応用的な問題
（京都大，名古屋大－出題例15，名古屋工業大）まで
が出題されている。

名古屋大

出題例15

　希薄溶液の性質は，凝固点降下，浸透圧を中心に基
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本～標準的な問題が多いが，ラウールの法則（京都府
立医科大，日本医科大，福岡大），外挿法により浸透圧
から高分子の分子量を求める問題（岐阜薬科大，啓林
館『化学』p.59）はやや難しい。
　熱化学では，生成熱，燃焼熱，結合エネルギー，中
和熱に関する標準的なレベルの問題が中心である。な
お，ボルン・ハーバーサイクル（啓林館『化学』p.88）
は，大阪市立大，星薬科大で出題された。
　電池，電気分解は，ダニエル電池，鉛蓄電池，燃料
電池，塩化ナトリウム水溶液の電気分解（イオン交換
膜法），直列回路の電気分解が多いが，リチウムイオン
電池やニッケル水素電池（徳島大），酸化銀電池（岐阜
大）もみられた。
　反応速度では反応速度式に関する問題が多く，また，
化学平衡との融合問題が目立つ（京都府立大，北里大・ 
薬など）。この単元は近年，難度の高い問題が増加傾向
にあり，半減期（群馬大，九州大），多段階反応と律速
段階（慶應義塾大・薬，啓林館『化学』p.130），アレニ
ウスの式（信州大，早稲田大・理工，関西学院大，啓
林館『化学』p.125）などが今年も出題された。なお，
二次反応の半減期（東京工業大－出題例16）は目新しい。

出題例16

　化学平衡では，例年通り，X２＋Y２　　２XY（東京工
業大，京都府立大など），ハーバー法（横浜市立大，関西
大など），N２O４　　２NO２（東北大，名古屋大，横浜
国立大，岡山大など）が多く，標準的な問題が中心である。
　電離平衡は，昨年度よりやや少なくなった。酢酸や
アンモニア（東京大－出題例17，山口大，長崎大，奈
良県立医科大，東京慈恵会医科大，東京理科大・理工

東京工業大

など）が中心であるが，炭酸の緩衝液（浜松医科大，
奈良女子大），硫酸の電離平衡（滋賀医科大）も出題さ
れている。なお，緩衝液の計算や加水分解定数につい
ては，教科書では「発展」扱いであるものの，入試で
は当然のように出題されている。

出題例17

東京大
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　昨年に引き続き，溶解度積の問題は少なくなく，塩
化物やクロム酸塩（北海道大・後期，大阪大，新潟大，
慶應義塾大・看護など），硫化物（旭川医科大，愛知教
育大，北里大・医，明治薬科大，星薬科大など），炭酸
カルシウム（滋賀県立大）などが出題された。

[無機分野]
　無機分野は，例年通り，各論を暗記していれば解答
できる問題が大半を占めるが，国公立大では，結晶や
化学平衡などの理論分野の絡んだ問題もみられる。
　塩の推定（金沢大，甲南大）や錯イオンの立体構造
（大阪市立大－出題例18，明治大・農，啓林館『化学』
p.239）はやや思考力を要する。

大阪市立大

出題例18

　セラミックス（ガラス，陶磁器）が富山大で出題さ
れた。

[有機分野]
　脂肪族化合物や芳香族化合物の反応経路，簡単な構
造決定が中心であったが，例年同様，一部の難関校で
は難度の高い構造決定も出題された。
　反応経路，有機化合物の分離などは標準的な問題が
中心であったが，メチルオレンジの合成経路（近畿大
－出題例19）は思考力を要する。

近畿大

出題例19
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　構造決定ではエステル（京都大，東北大，富山大，
広島大，京都府立大，早稲田大・理工，同志社大，立
命館大など）が目立った。
　教科書では「発展」として扱われる炭素間二重結合
のオゾンや過マンガン酸カリウムなどによる酸化分解
（東京大，北海道大・後期，京都工芸繊維大，首都大
学東京，近畿大，兵庫医科大，啓林館『化学』p.288）
は例年通り多く出題され，一部の問題（千葉大，大阪
府立大）では反応の説明がなかった。また，マルコフ
ニコフ則（関西学院大，甲南大，啓林館『化学』
p.288），ニトロ化と配向性の反応機構（大阪市立大－出

題例20，啓林館『化学』p.322）もみられた。

大阪市立大

出題例20

　油脂（北海道大，広島大，早稲田大・人間科学，立
命館大など）は，けん化や付加の計算が中心であった。
そのうち，油脂を構成する脂肪酸の構成比を考える同
志社大の問題は，油脂の混合物を考える必要があり，
慣れていない受験生も多かったであろう。
　糖類（京都大，札幌医科大，金沢大，名古屋工業大，
岡山大，香川大，早稲田大・理工，東京理科大・薬など），
アミノ酸・タンパク質（大阪大，千葉大，富山大，名古
屋市立大，慶應義塾大・理工，東京理科大・理工，立命
館大，福岡大など）は，例年通り多く出題された。大
半は，糖類の名称と構造，タンパク質の検出反応，ペ
プチドのアミノ酸配列，等電点（神戸大，慶應義塾大・
薬，神戸薬科大）などの標準的な問題であるが，酸性
アミノ酸の等電点（奈良県立医科大）はヒントがなく，
難しい。また，フルクトースの－COCH２OHの部分が
還元性を示す理由（岡山大，九州大－出題例21，早稲
田大・理工，近畿大・医，啓林館『化学』p.390 脚注）
も出題されており，難関大受験生は注意が必要である。
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九州大

出題例21

　核酸（名古屋大，富山大，三重大，早稲田大・教育
など）は昨年度より若干少なくなったが，核酸の構造
を暗記していないと解答できない問題（京都大－出題

例22，北里大・薬）もみられた。

京都大

出題例22

　合成高分子化合物（信州大，富山大，名古屋工業大，
岡山大，早稲田大・教育，東京理科大・理工など）は
昨年度より若干少なくなった。生分解性高分子として
ポリ乳酸やポリグリコール酸（京都大，東京医科歯科
大－出題例23，浜松医科大，啓林館『化学』p.427），
ポリブチレンサクシネート（京都工芸繊維大）が出題
された。また，レゾールを答える問題（慶應義塾大・
看護）もみられた。なお，フェノール樹脂やアミノ樹
脂は付加縮合で得られる。付加縮合は今年度のセンタ
ー追試験でも扱われていたが，旧課程で使われていた
縮合重合から用語が変更されているので注意しておき
たい。
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東京医科歯科大

出題例23

（３）　学習のポイント（指導においてのポイント）
　新課程１年目であった 2015 年度入試は，昨年度まで
と大きな違いはみられなかった。したがって，従来の
指導から大きく変更する必要はないであろう。以下に，
特に注意したい点を述べる。
　上の（１），（２）でも述べたように，入試問題の大部
分は標準的なレベルの問題である。このレベルの問題
を確実に解くことが合格への第一歩である。基本事項
を確認した上で，問題演習を通して基本事項を組み立
てて解答を導く練習を十分にさせておきたい。
　国公立二次試験や一部の私立大では，論述問題も多
く出題される。平素から化学現象の起こる理由を文章
にする練習をさせておくと，直前期に焦る受験生は減
るであろう。
　核酸と合成高分子化合物からの出題は，2015 年度入試
ではやや減ったが，これは，旧課程履修者への配慮と
も考えられる。次年度以降は旧課程履修者への配慮も
ほぼなくなるため，出題頻度は高くなることが予測さ
れる。教科書の最後の方で扱われる単元であり，学習
が遅れがちになるが，入試に間に合うように準備をし
ておきたい。
　なお，難関校では，結晶，反応速度，化学平衡，有
機化合物の立体構造，オゾン分解など，教科書の「発展」
で扱われる内容が，当然のように出題される。難関校
を目指すには，「発展」に関連した問題演習も十分に行
い，思考力を養っておくことが必要である。

■西　章嘉（にし・あきよし）
　授業では高１～３生，高卒生の幅広いレベルの
講座を担当し，教材では数多くのテキスト作成を
担当する。また，全統マーク模試・化学基礎の作
成チーフを務め，阪大即応オープン，神大オープ
ンなどの作成・作題も担当する。
著書：「チョイス新標準問題集」（河合出版・共著），
「大学入試問題正解」（旺文社・共著）
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（１）総括
　「生物基礎」のセンター試験は，大問３題，小設問
16 問，マーク数 16 であった。平均点は 26.66 点（50 
点満点）で，100 点満点に換算すると 53.3 点であり，昨
年度の「生物Ⅰ」とほぼ同じであった。大問は，「生物
と遺伝子」，「生物の体内環境の維持」，「生物の多様性
と生態系」の３分野から，バランス良く１題ずつ出題
された。また，大問はすべてＡ・Ｂ分けになっており，
幅広いテーマから出題された。
　河合塾の再現データの結果では，正答率が 80 ％以上
の ｢易しい｣ 小設問の割合は，昨年度の ｢生物Ⅰ｣ が
約 22 ％であったのに対し，今年度の「生物基礎」は約 
19 ％とわずかに低下した。また，正答率が 50 ％以下の
｢難しい｣ 小設問の割合は，昨年度の ｢生物Ⅰ｣ は約 
22 ％であったのに対し，今年度の「生物基礎」は約 31 ％
に上昇した。（なお，以降の正答率はすべて河合塾の再
現データによるものである。）
　小設問 16 問のうち，15 問が知識問題であり，実験結
果や図・表に基づいて考察する問題は出題されなかっ
た。知識問題については，幅広いテーマから少しずつ
出題され，その内容はやや詳細な知識を必要とするも
のも多かった。また，15 問のうち，文章正誤問題が８問，
生物用語や記号などを選ぶ問題が７問で，そのうち３
問は正しいものを過不足なく含む組合せを選ぶ問題で
あった。

（２）設問別分析
第１問　生物の特徴および遺伝子とそのはたらき（配
点20点）
　Ａは生物の特徴に関する知識問題，Ｂは遺伝子とゲ
ノムに関する知識問題と知識に基づいて考察（計算）
する問題であり，第１問の平均点は 10.3 点（平均得点
率は約 51 ％）であった。
　問１は真核生物の組合せとして正しいものを選ぶ問
題であり，正答率は約 58 ％であった。酵母菌を原核生

物とみなした誤答，ネンジュモを真核生物とみなした
誤答が多くみられた。問３は同化の過程を過不足なく
含む組合せとして正しいものを選ぶ問題であり，正答
率は約 66 ％であった。同化の過程は，植物が取り込ん
だ無機物から有機物を合成する過程（ケ）と動物が単
純な有機物から複雑な有機物を合成する過程（サ）で
ある。ケを選ぶことはできたが，サを選ぶことが難し
かったようである。（啓林館『生物基礎』p.39，同『新
編生物基礎』p.30には，ほぼ同じ図が出ている。）問４
は DNA の抽出材料として適当でないものを選ぶ問題
（出題例１）であり，正答率は約 53 ％であった。ニワ
トリの卵白には細胞（核）が存在しないので，①が正
解であるが，④のバナナの果実を選んだ誤答が約 20 ％
と多かった。問５はゲノムに関する記述として正しい
ものを選ぶ問題（出題例１）である。正答率は約 40 ％
と低く，④を選んだ誤答が約 40 ％あった。ゲノムとい
う語が正しく理解できておらず，また，ハエなどのだ
腺染色体では，発生の段階に応じて，異なる遺伝子が
活性化され，染色体の異なる位置にパフがみられるこ
とを正しく理解できていない受験生が多かったようで
ある。問６はヒトのゲノムと遺伝子に関する２つの計
算結果の組合せとして正しいものを選ぶ問題（出題例
１）であり，正答率は約８％と極めて低かった。この
問題ではヒトの遺伝子数が与えられておらず，ヒトの
遺伝子数が約２万であることを覚えていなければ計算
できない問題であった。　　　を２万とする⑤・⑥を
選んだ誤答が合計で約 44 ％と多かった。

１．センター試験「生物基礎」

チ

大学入試センター試験および国公立大二次・私大

大学入試
分析と対策 生 物 学 校 法 人　河合塾

生物科講師　榊原　隆人
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第２問　生物の体内環境の維持（配点15点）
　Ａは肝臓と血糖量調節に関する知識問題，Ｂは免疫
に関する知識問題で，第２問の平均点は 8.8 点（平均得
点率は約 59 ％）であった。
　問２は肝臓につながる血管などに関する用語の組合
せとして正しいものを選ぶ問題であり，正答率は約 63 ％
であった。⑤を選んだ誤答が約 21 ％と多く，肝門脈が
どこからくるのかが理解できていないようである。問
３は血糖量調節に関する正しい記述の組合せを選ぶ問
題であり，正答率は約 44 ％と低かった。正解はキ，コ
であるが，ホルモンと自律神経に関するカ～クの記述
のうち，キを選ぶことはできたが，糖尿病に関するケ
～サの記述のうち，コを選ぶことが難しかったようで
ある。問４は体液性免疫に関係する３種の細胞に関す

る正しい記述を過不足なく含む組合せを選ぶ問題であ
り，正答率は約 39 ％と低かった。⑥を選んだ誤答が約
24 ％と多く，樹状細胞がリンパ球であると勘違いして
いるようである。問５はアレルギーと後天性免疫不全
症候群（エイズ）に関する記述として正しいものを選
ぶ問題であり，正答率は約 77 ％であった。誤答は②と
⑤が多く，｢アナフィラキシーショック｣ や ｢日和見感
染｣ などの用語の意味を正しく理解できていないため
と考えられる。

第３問　生物の多様性と生態系（配点15点）
　Ａはバイオームの分布と特徴に関する知識問題，Ｂ
は生態系におけるエネルギーの流れと地球温暖化に関
する知識問題であり，第３問の平均点は 10.8 点（平均
得点率は約 72 ％）であった。
　問１は正答率が約 95 ％で，全設問中最も高かった。
問２は日本の代表的なバイオームであるａ（針葉樹林），
ｂ（夏緑樹林），ｃ（照葉樹林）を構成する樹種の特徴
に関する記述として正しいものを選ぶ問題（出題例２）
であり，正答率は約 35 ％と低かった。誤答は①と②が
多く，ｂ（夏緑樹林）が落葉樹であることは覚えてい
るが，ａ（針葉樹林），ｃ（照葉樹林）がともに常緑樹
であることを覚えていない受験生が多かったようであ
る。問３は硬葉樹林に関する記述として正しいものを
選ぶ問題（出題例２）であり，正答率は約 74 ％であっ
た。⑥を選んだ誤答が約 14 ％であった。｢葉の硬い｣
という表現につられて選んでしまったと思われるが，
硬葉樹林の優占種であるオリーブやコルクガシなどは
落葉樹ではなく常緑樹である。問４は生態系内におけ
るエネルギーの流れに関する文章中の空欄に入る適当
な語の組合せを選ぶ問題であり，正答率は約 90 ％と高
かった。なお，河合塾の 2014 年度第２回全統マーク模
試 ｢生物基礎｣ 第３問の問６で，本問とほぼ同一の問
題が出題された。

出題例１
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（３）学習対策（指導上のポイント）
　「生物基礎」のセンター試験では，小設問 16 問中 
15 問が知識問題であった。来年度以降も，知識問題の
割合が高い傾向が続くと予想されるので，まずは教科
書に記載されている基本的な内容や用語の意味を理解
させ，定着させるようにしたい。知識問題 15 問のうち，
３問は正しいものを過不足なく含む組合せを選ぶ問題
であり，また，知識問題の中にはやや詳細な知識を必
要とする問題も多く含まれているので，これらの問題
に対応するためには，教科書の本文だけでなく，｢図・
表｣，｢観察・実験｣，｢参考（コラム）｣，｢探究活動｣ な
ども含めて隅々まで十分理解させておく必要がある。
（ただし，教科書の ｢発展｣ に記載されている内容は
センター試験では出題されない。）
　今回，遺伝子とゲノムに関する計算問題が出題され
たが，その正答率は極めて低かった。遺伝子の分野以
外に，ミクロメーターによる測定，酸素解離曲線，腎
臓の濃縮率・再吸収率，暖かさの指数，生態系内の物
質循環などに関する計算問題が出題される可能性があ
るので，問題集や過去のセンター試験などを用いて十
分に問題演習を行い，計算問題に対応できるようにさ
せておきたい。
　また，今回は出題されなかったが，来年度以降，実
験結果などに基づいて考察する問題（実験考察問題）
が出題される可能性がある。実験考察問題では，実験

の意義と内容，設問文や選択肢の文意などを理解する
とともに，与えられたデータ（図・表など）を正確に
読み取り，論理的に思考する力が要求される。計算問
題と同様に，問題集や過去のセンター試験などを用い
て十分に問題演習を行い，実験考察問題に対応できる
力をつけさせるようにしたい。

（１）総括
　「生物」のセンター試験は，大問数は６題（７題の
うち第６問と第７問はいずれか１題を選択する選択問
題）で，マーク数は 31 または 32 であった。平均点は
得点調整前で 48.39 点，得点調整後で 54.99 点であった。
マーク数，問題のページ数やリード文の行数，図表の
数など，昨年度の「生物Ⅰ」とほぼ同じであり，全体
的な分量は 60 分の試験時間に対して多かった。
　必答問題の第１問から第５問は，「生命現象と物質」，
「生殖と発生」，「生物の環境応答」，「生態と環境」，「生
物の進化と系統」の５分野から１題ずつ出題されてお
り，配点も 18 点ずつであった。また，それぞれA・B
分けになっており，各分野から幅広く出題されていた。
選択問題の第６問と第７問は，複数の分野にわたる複
合的な問題であり，配点は 10 点であった。「生物基礎」
の内容である免疫に関する知識問題も出題された。
　問題内容の割合は，知識問題がおよそ５割，知識と
考察を要する問題がおよそ３割，考察問題がおよそ２
割で，昨年度の「生物Ⅰ」と比較すると，知識問題の
割合がやや高くなった。知識問題の設問のうち，半数
以上は文章選択肢の問題であり，正確な知識がないと
正解が選べないものが多かった。やや詳細な知識を問
う問題や，紛らわしい選択肢が多かったため，難易度
は高かった。

（２）設問別分析
第１問　生命現象と物質（配点18点）
　Aはタンパク質の特徴と代謝のしくみに関する知識問
題であり，Bはオペロン説に関する知識問題と，DNAの
複製に関する計算問題であった。第１問の平均点は 7.9
点（平均得点率は約 44 ％）で，必答問題５題の中で最
も低かった。
　問２は光合成において，チラコイドで行われる反応
過程についての知識問題であり，新課程で新たに教科
書に記載された内容である。正答率は 74.5 ％と高かっ

２．センター試験「生物」

出題例２
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た。問３は窒素固定と窒素同化，問４はラクトースオ
ペロンの転写調節に関する知識問題であり，正答率は
それぞれ 36.8 ％，43.8 ％であった。問５は大腸菌の DNA 
の複製に関する知識と考察を要する問題（出題例３）
で，正答率は 22.4 ％であり，すべての設問の中で５番
目に低かった。DNAの複製が複製起点から両側に進行
することが設問文に示されていたが，そのことを考慮
せずに計算をした④の誤答が 42.4 ％と非常に多かった。

第２問　生殖と発生（配点18点）
　Aは配偶子形成に関する知識問題と受精に関する考察
問題であり，Bは動物の発生に関する知識問題と考察問
題であった。第２問の平均点は 10.0 点（平均得点率は
約 56 ％）であった。
　問２は花粉管や精子の誘引に関する考察問題で，各
正答率はともに 88.5 ％であり，すべての設問の中で３
番目に高かった。問３はイモリの発生に関する知識問
題であり，正答率は 33.8 ％であった。④の誤答が多く，
灰色三日月（環）が現れる時期がわからなかったと思
われる。問４は新課程で新たに教科書に記載された母
性効果因子に関する知識と考察を要する問題（出題例
４）である。内容は難しいが，事実上，二者択一の問
題であるので，正答率は 71.9 ％と高かった。問５は
遺伝の計算を含む考察問題（出題例４）で，正答率は
19.2 ％であり，すべての設問の中で２番目に低かった。
母性遺伝を扱っており，さらに原腸胚の段階での分離
比が尋ねられているなど，設定も複雑で読み誤りやす
い問題であった。

第３問　生物の環境応答（配点18点）
　Aは骨格筋の筋収縮に関する知識問題であり，Bは植
物ホルモンに関する知識問題とオーキシンの移動に関
する考察問題であった。第３問の平均点は 11.1 点（平
均得点率は約 62 ％）で，必答問題５題の中では２番目
に高かった。
　問１は骨格筋の構造，問２は筋原繊維の模式図，問
３は骨格筋の収縮曲線と筋収縮のしくみに関する知識
問題であり，正答率はそれぞれ 57.4 ％，67.3 ％，60.2 ％
であった。問５はオーキシンの移動に関する考察問題
（出題例５）であり，正答率は 75.8 ％と 35.5 ％であっ
た。図４から極性移動の内容は読み取れたが，図５か
らオーキシンの移動速度を求めることができなかった
受験生が多かった。誤答は⑦や⑧が多く，縦軸の値を
移動距離と勘違いして，グラフの傾きを求めてしまっ
たためと思われる。

出題例３

出題例４
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第４問　生態と環境（配点18点）
　Aは個体群に関する知識問題であり，Bは生物の相互
作用に関する考察問題であった。第４問の平均点は 
11.1 点（平均得点率は約 62 ％）で，必答問題５題の中
で最も高かった。
　問２は生存曲線に関する知識問題であり，正答率は
36.3 ％であった。死亡個体数と死亡率を読みまちがえた
と思われる⑨の誤答が 51.7 ％と，非常に多かった。問３
は生存曲線に関する知識と考察を要する問題であり，
問２で数と率をまちがえると，問３の表の解釈もまち
がえてしまうため，正答率は 42.0 ％であった。問４は
被子植物と昆虫の相互作用に関する考察問題で，正答
率は 88.9 ％であり，すべての設問の中で２番目に高か
った。問５は種間関係と進化に関する知識と考察を要
する問題であり，正答率は 55.7 ％であった。

第５問　生物の進化と系統（配点18点）
　Aは生物の変遷と植物の系統に関する知識問題であ
り，Bは自然選択に関する考察問題を中心にした問題で
あった。第５問の平均点は 9.4点（平均得点率は約52％）
で，必答問題５題の中では２番目に低かった。
　問１は生物の変遷に関する知識問題であり，正答率

は 46.1 ％と 26.3 ％であった。正誤の判断にやや詳細な知
識を要する選択肢が複数あり，正答よりも選択率の高
い誤答の選択肢が２つ（③ 30.0 ％と⑤ 40.6 ％）あった。
問２は植物の系統に関する知識問題であり，正答率は 
48.1 ％であった。問３は進化のしくみに関する知識と
考察を要する問題，問４は自然選択に関する考察問題
であり，正答率はそれぞれ 65.6 ％，78.5 ％で，難しい問
題であったが比較的よくできていた。問５は動物の系
統に関する知識問題（出題例６）であり，正答率は
49.4 ％であった。図１の系統樹は旧口動物を脱皮動物
と冠輪動物に分類するもので，新課程で新たに教科書
で扱われるようになった内容である。

第６問（選択）　生命現象と物質（配点10点）
　遺伝子と免疫の内容を中心とした複合問題であった。
第６問の平均点は 2.5 点（平均得点率は約 25 ％）で，
すべての大問の中で最も低かった。
　問１は免疫に関する知識問題（出題例７）であり，
正答率は 17.3 ％であった。この正答率はすべての設問
の中で最も低かった。紛らわしい選択肢があり，正答
よりも選択率の高い誤答の選択肢が２つ（① 22.2 ％と
③ 30.3 ％）あった。ほとんどの選択肢が「生物基礎」
の内容であった。問２は真核生物の遺伝子発現に関す
る知識と考察を要する問題で，正答率は 21.0 ％と 21.3 ％
であり，すべての設問の中で３番目と４番目に低かっ
た。転写調節領域（転写調節配列）とプロモーターの
位置関係を逆にした誤答が多かった。問３はバイオテ
クノロジーに関する知識と考察を要する問題であり，
正答率は 38.4 ％であった。② ES細胞の誤答を選んだ
ものが多かった。

出題例５

出題例６
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第７問（選択）　生物の進化と系統（配点10点）
　遺伝子と分子進化の内容を中心とした複合問題であ
った。第７問の平均点は 7.6 点（平均得点率は約 76 ％）
で，すべての大問の中で最も高かった。
　問１は制限酵素地図に関する知識と考察を要する問
題であり，正答率は 41.7 ％であった。問２は分子系統
樹に関する知識と考察を要する問題で，正答率は 98.8 ％
であり，すべての設問の中で最も高かった。図１の電
気泳動の結果を正確に読み取れなくてもなんとなく正
解を選べてしまう問題であった。問３は共生説に関す
る知識問題であり，正答率は 80.7 ％であった。

（３）学習対策（指導上のポイント）
　センター試験の知識問題で問われる知識は，教科書
に記載されている内容に限られるが，単に用語を問う

ような形式の問題は少なく，文章選択肢で，その正誤
を判定するような形式のものが多い。したがって，単
なる用語の丸暗記だけではほとんど対応できない。教
科書の内容や用語の意味を正しく理解させ，定着させ
るようにしたい。さらに，ほかの事項との関連性など
も理解させるようにしたい。このためには，センター
試験の過去問やセンター試験向けの問題集などを用い
て，十分に問題演習を行わせることが有効である。ま
た，「生物」のすべての範囲から幅広く出題されるので，
苦手とする分野や学習が進んでいない分野がないよう
に，バランスよく学習させることも重要である。
　センター試験の考察問題では，実験の内容などを読
み取る読解力と，グラフや表のデータなどを解釈する
考察力・分析力が要求される。このような力を身につ
けるためには，やはり，センター試験の過去問やセン
ター試験向けの問題集などを利用して，問題演習を十
分に行わせておくことが有効である。早い段階から計
画的に学習を進めさせるように指導していくようにし
たい。

（１）全体の傾向
　旧帝大などの難関大の難易度は，昨年度と比べて，
名古屋大，慶応大（医）などは難化し，大阪大，広島大，
神戸大，岡山大，千葉大，静岡大，早大（教）などで
は易化し，東京大，京都大，北大，東北大，東京医科
歯科大，筑波大，岐阜大，横浜市立大，大阪市立大，
早大（理工），慶応大（看）などは変化がなかった。今
年度は新課程入試の初年度ということもあって，易化
した大学が多く，難化した大学は少なかった。新課程
で新たに扱われるようになった内容の出題が多くの大
学でみられたが，出題された量は少なく，単に用語を
尋ねるだけのものや小設問１問程度を出題する大学が
多かった。このため，旧課程生（高卒生）もそれほど
不利にはならなかったと思われる。
　出題分野は，昨年と同様，「遺伝子」が非常に多く，
ほとんどの大学が何らかの形で必ず遺伝子分野を出題
しているといった状態である。しかし，「発生と遺伝子」
の分野で，新課程で新たに扱われるようになった内容
については出題が少なかった。また，「一遺伝子一酵素
説」や「DNAの半保存的複製」は，昨年度は多く出題
されていたが，新課程の教科書での扱いが少なくなっ
たこともあり，今年度はほとんど出題されなかった。

出題例７

３．一般入試（二次・私大）



34

このほか，新課程の教科書での扱いが少なくなった「遺
伝」については，昨年に比べて出題が減少する，ある
いは問題が易しくなることが予想されたが，昨年並み
に出題がみられ，難易度も昨年度と同程度のものであ
った。

（２）2015年度で注目される出題項目
　新課程で新たに扱われるようになった内容として，
最も多く出題がみられたのは細胞骨格であった。早大
（理工） （出題例８），広島大，東京医科歯科大，慶応大
（看）など多くの大学で出題され，このうち，早大，
広島大は考察型の問題で，旧課程生（高卒生）でも対
応できるようになっていたが，東京医科歯科大，慶応
大（看）などでは，知識でタンパク質名を答えさせる
ものであった。

　発生については，母性効果因子が北大（出題例９）
で出題された。ディシェベルドによるカエルの背腹軸

の決定のしくみに関する実験，および，ビコイドによ
るショウジョウバエの前後軸の決定についても扱って
おり，新課程の内容を的確に問うた問題であった。今
後，このタイプの出題が増加すると予想される。

出題例８

早大（理工）
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　細胞外分泌については，SNAREタンパク質を扱った
問題が慶応大（看） （出題例10）で考察型の問題として，
神経伝達物質の放出のしくみを知識で尋ねる問題が京
都大で出題された。

　また，遺伝子発現の調節でヒストンの修飾が三重大
（出題例11，啓林館『生物』p.107）で，筋肉のトロポ
ニン・トロポミオシンが京都大，慶応大（看），名古屋
市立大で，細胞接着が九州大で，それぞれ知識問題と
して出題された。さらに，生態分野では，中規模攪乱
説が早大（人間科学） （出題例12）で出題された。

三重大

出題例11

出題例９

北海道大

慶応大（看）

出題例10

早大（人間科学）

出題例12
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　新課程の教科書では扱いが少なくなった植物の組織，
浸透圧が神戸大で，光 - 光合成曲線が早大（教）で出
題された。そして，遺伝については，新課程の教科書
では扱われなくなった伴性遺伝が愛知教育大（出題例
13）で出題され，さらに岐阜大ではＸ染色体の不活性
の内容が出題された。

（３）学習対策（指導上のポイント）
　新課程になって，これまでは一部の難関大学で考察
問題として出題されてきた高度な内容が，教科書に記
載されるようになったことで，中堅大学でもその一部
（用語など）が知識問題として出題されるようになっ
た。しかし，高度な発展的内容からの出題は量的には
少なく，やはり重要なのは基本的な内容をきちんと理
解させることであると思われる。また，発展的内容に
ついては，どの内容をどこまで扱うかが重要になる。
特に遺伝子分野では，近年の入試問題を十分に分析し
て指導内容を吟味し，入試によく出題される内容を重

点に指導し，出題されない内容についてはあまり深入
りしすぎないようにしたい。
　また，新課程の教科書では扱いが少なくなった「植
物の組織」や「浸透圧」は，今年度の入試ではほとん
ど出題されておらず，今後も出題されないと考えられ
る。しかし，遺伝については，新課程の啓林館以外の
教科書では扱われていない「伴性遺伝」などが昨年並
みに出題されており，これまで通り出題されることが
考えられるので，十分な対策が必要であろう（啓林館
『生物』p.148，149）。
　このように，学習する分量が多く，内容も深いため，
指導には多くの時間が必要となる。これを４単位とい
う限られた時間内で指導するとなると，ややもすれば，
知識の羅列になりかねない。そのため，教科書に記載
された内容をどの程度まで教えるかを吟味する必要が
あるだろう。そして，ある特定の分野に時間をかけす
ぎることなく，全分野をバランスよく扱うことが重要
となるだろう。
　入試の鍵となるのは考察問題と論述問題である。考
察問題では，まず，じっくり考えさせて解かせ，その
もとで問題を解くのに必要な知識や，与えられた図や
表の解釈の仕方などをきちんと解説するようにしたい。
論述問題は，添削指導を通して生徒の書いた答案に対
し，どこがどのように誤っているのかを的確に指導す
るようにしたい。論述問題は大きく得点差がつくとこ
ろであるので，その十分な対策が不可欠である。

愛知教育大

出題例13
榊原　隆人（さかきばら・たかひと）
　授業では，高卒生・高３生のセンター講座から
ハイレベル講座，および医進クラスを担当する。
教材では，生物基礎センター試験対策テキスト（夏
期・冬期講習，大学受験科通年テキスト），高１・
２ 夏期・冬期講習テキスト，および生物記述論述
添削の作成を担当する。また，模試では，生物基
礎全統マーク模試および全統記述模試の作成チー
フを務め，名大入試オープンの作題も担当している。
著書：「生物基礎 早わかり一問一答」（中経出版），
「2016 センター試験対策問題パック生物基礎」（河
合出版・共著）
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（１）全体の傾向
　内容・形式とも，事前の予想を大きく外していて驚
かされた。あえていうなら，難易度の点で昨年の「地
学Ⅰ」を踏襲したともいえ，全体として難しかった。
計算と図の読み取りは，慣れていないと時間を割かれ
た。知識問題は難易度が普通でも，組み合わせにより，
正解に達するには広い範囲で正確な知識が同時に要求
された。また深く考えさせる問題が多くなり，この点で
も時間の不足を感じた受験生が多い。分野は「固体地球，
変動，地史」が配点の 46 %を占め，「大気と海洋」が 
32 %，「宇宙」が 22 %であった。この配分が来年も続く
のかは何ともいえないが，追試験は少なくとも同じ配
分であったようだ。また，出題方式や難易度で，他教
科とのアンバランスに不公平感を感じた受験生が多い。

（２）設問別分析
第１問

Ａ：�広い範囲の知識が要求され，「地学基礎」の範疇か

と疑問を感じるものもあった。

Ｂ：�バージェス動物群に関する深い知識だけでなく，

ほかの時代の示準化石や全球凍結なども問われて

いる。

―Ａ―
　問１は結局，４つの惑星の水について問われている。
また誤りの選択肢が絶妙である。前半は正しい記述で
も結論が違っていたり，惑星本体と衛星の様子がすり
替えてあったりで，中途半端なうろ覚えの知識では必
ず迷ってしまう（出題例１）。

　問３は海溝型地震と津波の発生の仕組みを問うだけ
でなく，震源域の面積を図から読み取らせている（出
題例２，啓林館『地学基礎』p.36）。ほとんどの受験生
が未経験で戸惑ったであろう。しかも図には「余震を
含む」地震の震央分布が示してあり，日本海にある「余
震でない」震央まで入れてしまうと，誤った面積であ
る 30 万㎢を選んでしまう。また三宅島，猪苗代湖，十
和田湖は震央の○印と紛らわしく，見間違えた受験生
がいたかもしれない。

センター試験「地学基礎」

出題例２

大学入試センター試験

大学入試
分析と対策 地 学 私立灘高等学校・中学校

地学科教諭　野村　敏郎

出題例１
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　問４は震源位置を決定する作図問題であった（出題
例３，啓林館『地学基礎』p.43）。新傾向というだけで
なく，通常は観測点３地点に囲まれた場所に震央があ
る場合を練習するが，それを三角形の外に震央を設定
した問題にした点でも極めて斬新で評価される。

　しかし，この問題には意外な落とし穴が潜んでいた。
Ｐ波とＳ波の到着時刻の差からそれぞれの地点の初期
微動継続時間（ＰＳ時間）をＡ：３秒，Ｂ：５秒，Ｃ：
８秒と求め，問題文にある大森公式で震源距離をそれ
ぞれＡ：21 km，Ｂ：35 km，Ｃ：56 kmと計算し，作
図すると図のようになる（解答例１）。何と求められた
震央が，震源距離を半径とする円の外に出てしまうの
である！　これは［震央距離＞震源距離］を意味し，
あり得ない事態である。

　実はＰ波とＳ波の到着時刻が１秒の精度で書かれて
いることに原因がある。±0.5 秒の誤差は，時刻の差を
取ったＰＳ時間では±1.0 秒に拡大し，求めた各震源距
離は±７kmの誤差を含んでいたのである。図の方眼１
目盛り近い誤差を考えれば，正解が領域６にあると見
えてくる。あるいは問題文の１行目にさりげなく書か
れている「震源が地表付近にある」に思い当たれば，
作図が「３つの円が１点で交わる場合」になるはずと
気づき，１点で交わらなくとも３つの円周が最も接近
している領域６を選べるだろう。
　もちろんセンター試験ではコンパスや定規の使用は
認められていないので，上記のような正確な作図はで
きない。したがって，出題者が期待したのはフリーハ
ンドで概略の円を描き，その先は深く考えずに円周が
最も接近している領域６を選ぶことだったのだろう
か？　フリーハンドでもきっちりと作図ができ，正規
の方法で震央位置を求めてしまった受験生には［震央
距離＞震源距離］の矛盾が待っている。これも矛盾と
気づかずに，求まった震央に一番近いからとの理由で
領域６を選べば，それはそれで OKである。しかし［震
央距離＞震源距離］の意味するところに気づいた優秀
な受験生は，さらに観測誤差の問題点にまで気づき，
求められた震央の位置も，震央距離も震源距離も，誤
差を含んでいることに気づかなければ，安心してこの
問題を終了できない。越えるべきハードルが高いので
はないだろうか。優秀な受験生の多くはかなりの時間

出題例３

解答例１
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をここで費やし，不安を残したまま次に行かざるを得
なかったと推測する。
　深く考えない受験生が短時間でスルーでき，優秀な
受験生が時間を取られ，特に優秀な受験生が問題の妙
に感心する。また，「物理基礎」や「化学基礎」の出題で，
実験を行った設定での計測値に誤差が含まれるという
問題であったなら，評価もいささか変わったであろう。

―Ｂ―
　問５は古生代カンブリア紀のバージェス動物群につ
いての出題ではあるが，単にアノマロカリス，ピカイ
ア，オパビニアの名前を知っていれば良いというもの
ではない。ビカリアとピカイアのように非常によく似
た名前が出されているが，ほかの地質時代の示準化石
にも通じていなければならない。また，三葉虫は啓林
館『地学基礎』p.85 のバージェスの写真にも大きく取
り上げているように，バージェス動物群に属している
（出題例４）。
　問６も単に「かたい殻をもつものが多く」というバ
ージェス動物群の性質を知っているだけではだめで，
生物の上陸した時期や全球凍結など全地球史に明るく
ないと自信を持って答えられなくしてある（出題例４）。

　問７の地質断面図の問題は平易であった。各岩石の
生成順は容易に判断が付き，代表的な示準化石の時代
と，カンブリア紀の絶対年代を知っていれば，正解で
きた（出題例５，啓林館『地学基礎』p.107）。

第２問

Ａ：�大気と海洋に関する出題であったが，問２，問３

については地学教師間で議論になった。

Ｂ：�新課程に沿った日本の自然環境に関する出題であ

った。内容は平易であったが，３項目の正誤の組

み合わせで答えるので選択肢は８個。１項目でも

間違えると点を失う。

―Ａ―
　問１は水の循環システムを正しく理解できていたら
容易であった（出題例６）。

出題例４

出題例５
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　問２は大気と海洋の高度・深度に対する温度勾配を
一緒に扱ったとして，一部で問題視する意見もあった
が，私はその点は構わないと思う。むしろ「大気の安
定・不安定」が「地学基礎」で扱えなくなったにもか
かわらず，ａで「冷たい空気が，暖かい空気の上に乗
っている状態が安定的に存在しうる」の正誤を問うた。
しかも「高度が高くなるほど気圧が低くなっているの
で」がその直接の原因かどうかも判断しなくてはなら
ない。教科書によっては「発展」で安定の場合の気温
減率の値の例を習っているかもしれないが，同じ圧力
のもとでは密度の大きいはずの冷たい空気が，密度の
小さい暖かい空気の上に乗っている。そのことを可能
にしているのは，高度による圧力の違いが原因である
と，仕組みを正しく理解していることを「地学基礎」の
履修者に要求するのは酷ではないだろうか。また，次の
問３の問題文によって誤誘導された受験生もいて，問
２は正答率が異常に低かったと考えられる（出題例７）。

　問３の問題文「暖かい空気のほうが冷たい空気より
軽いという性質」が前問の誤誘導になったことは既に
述べた。もちろん，この性質は正しいのである。正し
いのではあるが，「同じ圧力のもとで」という大前提は
書かれていない（出題例８）。

　また，この問題でも上記の性質が「直接の原因」と
なって生じる大気の構造や動きか，が重要である。ａ
とｃがまさにこの性質によって生じる現象とすぐにわ
かるし，ｂは現象のどこにも空気の密度が絡んでいな
いことは明白である。しかし問題はｄである。

　ｄ�成層圏では上空に行くほど温度が高い。

もちろん原因はオゾン層などによる紫外線の吸収。つ
まり熱源が上にあることが直接の原因である。しかし
この状態が成立している背景には，上記の性質も原因
の一つとして絡んでいる。つまり，もし暖かい空気の
ほうが冷たい空気より重かったら，上空ほど温度が高
い状態が維持できない可能性が高くなる。（100 %と言
えないのは，先ほどの静水圧的安定がありうるからで，
その点は前問と同様である。）これは国語的読解力を試
される問題である。正しく問題文を理解し，直接の原
因になっているか考えた上で，ｄは除外しなければな
らないのである。論理的思考も試される。とは言え，
正しい２つの組み合わせを選ぶ形式であるからａとｃ
が結局選ばれると思うが，ｄの可能性を慎重に検討す
る時間が割かれるのは間違いない。
　問４は人間活動の影響と考えられる地球温暖化・オ
ゾンホール・酸性雨と，自然現象と考えられるエルニ
ーニョ現象とを対比させた，面白い問題である。簡単
に正解の④を選べるが，我々がエルニーニョ現象を教
えるとき，ついつい海面水温の変化と貿易風との関係
にばかり力が入り，降水分布の変化といったことにま
で説明がいかないことも多い。もっと違った形式で出
題されていたら，失点を招いたかもしれない（出題例
９）。

出題例７

出題例８

出題例6
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―Ｂ―
　問５は日本の自然環境に関して，ａ水力発電とｂ地
熱発電，ｃ海底熱水鉱床に関する正誤を問うた問題で
あった。易しかったと評する向きが多いが，このよう
な形式の問題はたった１問でも間違うと灰燼に帰す。
細かい記述の隅々まで油断なく検討する慎重さが必要
である。例えば，ｂの記述が「蒸気や熱水として取り
出し」でなく「蒸気や温泉水として取り出し」となっ
ていたら，受験生はちゃんと「誤」と判断できたであ
ろうか？　冷や汗ものである（出題例10）。

第３問
　太陽の黒点とスペクトルが出題された。探究活動（啓

林館『地学基礎』p.197）からの出題として注目される。
図の読み取りと計算，それとスペクトルに関する広い

知識が問われた。

　問１は緯度の異なる２つの黒点が描かれた図を見た
とき，「緯度ごとの自転周期を求める問題か？」と色め
き立ったが，違っていた。どちらも同じ低緯度として
単一の自転周期を求める問題であった。そして緯度に
よる自転周期の違いは知識として訊いてきた。また，
見かけの自転周期と真の自転周期の関係も訊くかと期
待したら，これもなく，見事に肩透かしをくらった感
じがした（出題例11）。

　図には 10 度ごとに経線が記入されており，６日間に
80 度自転したのは明らかで，当然 27 日の自転周期が出
てくる。もちろん知識として 27 日を覚えていても OK
である（出題例12，啓林館『地学基礎』p.167）。

出題例９

出題例10

出題例11
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　問２はこれも極めて易しい計算問題であった。
　問３は太陽光のスペクトルと太陽に存在する元素に
ついて問われたが，例によって広い知識に関わる問題
にしてある（出題例13）。とはいえ，誤っているものを
１つ選ぶ問題であるから，暗線のできる仕組みを正し
く理解していれば，問題なく④と正解する。

　ちょっとドキッとしたのは③で，太陽で水素の占め
る割合を質量で 70 ％と書いてきたことである。教科書
などでよくある表は原子の個数で書かれていて（出典
によるのであろうが），約 90 ％を水素が占めている。
もしこの辺りを突かれていたら，引っかかった受験生
は多くいたことだろう。

（３）学習対策
　まずは教科書に帰れと言いたい。参考書や問題集，
過去問よりも教科書！　教科書では要約された少ない
文章の中に，原因があり，結果がある。因果関係のス
トーリーが詰め込まれている。それを隅々まで読み込
み，深く考える。ただ覚えるのではなく，考えてみる。
例えば，違った結論をくっつけてみる。それはなぜ間

違いだとわかるのか？　例えば，異なる分野で出てき
た同じキーワードを関連づけてみる。広い範囲で何が
言えるのか？　そういった深く掘り下げる読み方で教
科書に帰っていただきたい。
　それと教科書にある発展や探究活動は大切にしてほ
しい。探究活動はとにかくやってみてほしい。やって
みなければわからないことはいっぱいある。
　また，高得点を目指す人にあえて教科書以外で何か
を挙げるとすれば，地学オリンピックの一次選抜試験
問題や気象予報士試験の学科・予報に関する一般知識
問題であろうか。どちらも関係団体のホームページで
公開されているので参考にされるとよい。ただし，前
者は出題範囲が高校「地学基礎」に準拠しているが，
後者は当然ながら，はるかに高度な内容となっている。
しかし，出題方式の参考にはなる。
　長年にわたる膨大な量の過去問に頼った反復練習の
時代は終わり，地学の学習対策は「深く!」の時代にな
ったと思う。

出題例13

野村　敏郎（のむら・としろう）
　授業は地学基礎と中学理科の地学分野を担当。
早稲田大学理工学部資源工学科大学院修士卒。
NPO 法人東亜天文学会総務担当理事。アマチュア
天文家。1989 ～ 1994 年に新小惑星を 13 個発見。
No.4106 に「Nada」と命名。ほかの趣味は養蜂，
砂金掘り，漂着コハク拾いなど多数。
ホームページ「野村先生の砂金教室」（http://www.
geocities.co.jp/Outdoors-Mountain/6557/）

出題例12
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